
緩
め
て
い
な
い
。
習
近
平
政
権
は
、
日
中
間
の

あ
ら
ゆ
る
交
流
を
停
止
す
る
こ
と
が
得
策
で
は

な
い
と
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
注
意
深
く
見
る
と
、
習
近
平
政
権
は
日
本
の

国
会
議
員
団
の
訪
中
を
受
け
入
れ
て
い
る
一

方
、
日
本
政
府
の
要
人
に
よ
る
訪
中
は
実
現
し

て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
中
国
外
交
部
の
報
道
官

が
高
市
首
相
を
呼
び
捨
て
に
す
る
場
面
も
あ
っ

た
。

　
し
た
が
っ
て
、
高
市
政
権
が
続
く
限
り
、
日

中
首
脳
会
談
が
実
現
す
る
可
能
性
は
低
い
と
考

え
ら
れ
る
。
習
近
平
政
権
の
戦
術
は
、
高
市
政

権
へ
の
圧
力
を
か
け
続
け
る
一
方
、
日
本
の
国

会
議
員
や
財
界
幹
部
の
訪
中
を
受
け
入
れ
、
政

権
を
取
り
巻
く
環
境
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
あ

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
習
近
平
政
権
が
狙
っ
て

い
る
の
は
ポ
ス
ト
高
市
政
権
、
す
な
わ
ち
次
期

政
権
と
の
関
係
改
善
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

長
期
的
に
日
中
関
係
は
ど
う
な
る
の
か

　
目
先
の
経
済
的
な
必
要
性
か
ら
日
中
間
の
対

立
が
多
少
落
ち
着
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
か
つ

て
の
よ
う
な
日
中
友
好
に
は
戻
れ
な
い
だ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
日
中
両
国
は
基
本
的
な
価
値

観
を
共
有
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
つ

て
の
日
中
友
好
は
、
あ
る
意
味
で
蜃
気
楼
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
当
時
の
日
本
人
、
特
に
高
齢
者
の
間
に
は
、

中
国
文
化
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
。
同
時
に
、
当

時
の
中
国
人
に
は
、
日
本
か
ら
経
済
運
営
を
学

ぼ
う
と
す
る
謙
虚
な
姿
勢
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

２
０
１
０
年
に
中
国
の
経
済
規
模
が
日
本
を
追

い
抜
き
、
世
界
第
２
位
に
な
る
と
、
中
国
で
は

日
本
か
ら
学
ぶ
も
の
は
も
う
な
い
と
い
う
意
識

が
広
が
っ
た
。
一
方
、
日
本
人
の
対
中
感
情
も

著
し
く
悪
化
し
た
。
現
在
の
日
中
関
係
は
、
こ

う
し
た
背
景
か
ら
生
じ
た
必
然
的
な
結
果
と
も

い
え
る
。

　
日
中
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
関
係
改

日
本
人
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
中
止
に
追
い
込

ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０

２
６
年
半
ば
に
な
る
と
、
日
本
の
国
会
議
員
団

の
訪
中
が
相
次
い
だ
。
な
ぜ
習
近
平
政
権
は
、

日
本
の
国
会
議
員
団
や
財
界
の
訪
中
団
を
受
け

入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
中
国
経
済
が
予
想
以
上
に

減
速
し
、
日
本
企
業
の
中
国
か
ら
の
撤
退
を
食

い
止
め
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

半
年
以
内
に
米
中
首
脳
会
談
が
２
回
行
わ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
声
明
す
ら
発
表
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
私
の
計
算
で
は
、
毛
沢
東
時
代
で
さ
え
年
平

均
経
済
成
長
率
は
６
・
８
％
だ
っ
た
。
鄧
小
平

時
代
は
９
・
８
％
、
江
沢
民
時
代
は
９
・
７
％
、

胡
錦
濤
時
代
は
１
０
・
６
％
だ
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
、
習
近
平
政
権
が
発
足
し
た
２
０
１
３
年

か
ら
２
０
２
５
年
ま
で
の
年
平
均
経
済
成
長
率

は
５
・
８
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
２
０
２
６
年
の

経
済
成
長
目
標
も
４
・
５
％
に
設
定
さ
れ
て
い

る
。
習
近
平
主
席
は
２
０
２
７
年
に
４
期
目
入

り
を
目
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
前

に
経
済
成
長
が
さ
ら
に
減
速
す
れ
ば
、
政
治
的

に
も
不
都
合
だ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
、
中
国
経
済
の
減
速
を
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
日
本
企
業
に
よ
る
直
接
投
資
も

必
要
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
米
中
関
係
も
、
外

部
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
順
調
で
は
な
い
。

少
な
く
と
も
、
こ
う
し
た
二
つ
の
要
因
が
、
習

近
平
政
権
が
日
本
の
国
会
議
員
団
や
財
界
の
訪

中
を
受
け
入
れ
た
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

習
近
平
政
権
の
対
日
姿
勢
の
軟
化
は
、
日
中
関

係
の
改
善
を
意
味
す
る
の
か

　
答
え
は
ノ
ー
で
あ
る
。
習
近
平
政
権
は
日
本

の
国
会
議
員
団
や
財
界
代
表
団
の
訪
中
を
受
け

入
れ
て
い
る
も
の
の
、
高
市
政
権
へ
の
圧
力
を

　
中
国
の
改
革
・
開
放
政
策
は
１
９
７
８
年
に

始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
降
の
日
中
関
係
を
振
り
返

る
と
、
１
９
８
０
年
代
は
、
あ
る
意
味
で
蜜
月

期
だ
っ
た
。
改
革
・
開
放
政
策
の
下
で
経
済
発

展
を
目
指
す
中
国
に
と
っ
て
、
日
本
と
の
経
済

協
力
が
重
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
当

時
の
日
本
人
に
は
中
国
文
化
へ
の
憧
れ
が
あ

り
、
毎
年
、
多
く
の
訪
中
団
が
中
国
を
訪
れ
、

名
所
旧
跡
を
巡
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
中
友
好
を
支
え
て
い
た
雰
囲
気

は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
の
分
水
嶺
は
１
９
９

０
年
代
末
だ
っ
た
。
当
時
、
中
国
経
済
は
す
で

に
離
陸
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
日
本
企

業
は
バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響
を
受
け
、
日
本
経
済

は
「
失
わ
れ
た
３
０
年
」
と
呼
ば
れ
る
長
期
停

滞
に
突
入
し
た
。と
り
わ
け
１
９
９
８
年
に
は
、

日
本
が
金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
大
手
金
融
機

関
が
相
次
い
で
破
綻
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を

見
た
中
国
人
の
間
で
は
、
も
は
や
日
本
か
ら
学

ぶ
も
の
は
な
い
と
い
う
意
識
が
広
が
っ
た
。
中

国
人
の
次
の
目
標
は
、
米
国
に
追
い
つ
き
、
追

い
越
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
中
関
係
を
振
り
返
る
と
、
中

国
政
府
は
日
本
と
の
間
で
何
ら
か
の
問
題
が
生

じ
、
不
満
を
抱
く
た
び
に
、
歴
史
認
識
の
問
題

を
外
交
カ
ー
ド
と
し
て
使
っ
て
き
た
。
実
際
、

こ
の
カ
ー
ド
は
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
き

た
。
日
本
の
歴
代
政
権
の
多
く
は
、
中
国
側
か

ら
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
頭
を
下
げ

て
謝
罪
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
私
の

見
方
で
は
、
強
い
批
判
を
受
け
て
も
容
易
に
謝

罪
し
な
か
っ
た
の
は
、
小
泉
政
権
と
現
在
の
高

市
政
権
ぐ
ら
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

習
近
平
政
権
が
日
本
の
国
会
議
員
団
の
訪
中
を

受
け
入
れ
た
意
味

　
日
中
関
係
が
悪
化
し
た
当
初
、
習
近
平
政
権

は
日
本
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
停
止
し
た
。

た
と
え
ば
、
中
国
で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

日中関係の現在地と今後の展望

【中国政経塾経営倶楽部 Newsletter No.10】

柯 隆

毎日配信中！ 　P１

　
２
０
２
７
年
は
日
中
国
交
正
常
化
５
５
周
年

に
当
た
る
。
こ
れ
ま
で
５
０
年
余
り
の
日
中
関

係
の
歩
み
を
振
り
返
れ
ば
、
決
し
て
平
坦
な
道

の
り
で
は
な
か
っ
た
。
率
直
に
い
え
ば
、
国
交

正
常
化
交
渉
は
日
中
双
方
と
も
拙
速
だ
っ
た
。

　
な
ぜ
そ
う
い
え
る
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
懸
案

事
項
に
つ
い
て
十
分
に
取
り
決
め
な
い
ま
ま
、

日
中
両
国
は
一
衣
帯
水
の
友
好
関
係
を
築
く
こ

と
を
急
い
だ
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

問
題
を
片
付
け
る
代
わ
り
に
、
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
再
び
浮
上
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

日
中
関
係
悪
化
の
原
因
は
本
当
に
高
市
首
相
の

台
湾
有
事
を
め
ぐ
る
国
会
答
弁
に
あ
る
の
か

　
今
回
、
日
中
関
係
悪
化
の
き
っ
か
け
が
高
市

首
相
の
台
湾
有
事
を
め
ぐ
る
国
会
答
弁
だ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
高
市
首

相
の
答
弁
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
日
中
関
係

が
安
定
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。



緩
め
て
い
な
い
。
習
近
平
政
権
は
、
日
中
間
の

あ
ら
ゆ
る
交
流
を
停
止
す
る
こ
と
が
得
策
で
は

な
い
と
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
注
意
深
く
見
る
と
、
習
近
平
政
権
は
日
本
の

国
会
議
員
団
の
訪
中
を
受
け
入
れ
て
い
る
一

方
、
日
本
政
府
の
要
人
に
よ
る
訪
中
は
実
現
し

て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
中
国
外
交
部
の
報
道
官

が
高
市
首
相
を
呼
び
捨
て
に
す
る
場
面
も
あ
っ

た
。

　
し
た
が
っ
て
、
高
市
政
権
が
続
く
限
り
、
日

中
首
脳
会
談
が
実
現
す
る
可
能
性
は
低
い
と
考

え
ら
れ
る
。
習
近
平
政
権
の
戦
術
は
、
高
市
政

権
へ
の
圧
力
を
か
け
続
け
る
一
方
、
日
本
の
国

会
議
員
や
財
界
幹
部
の
訪
中
を
受
け
入
れ
、
政

権
を
取
り
巻
く
環
境
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
あ

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
習
近
平
政
権
が
狙
っ
て

い
る
の
は
ポ
ス
ト
高
市
政
権
、
す
な
わ
ち
次
期

政
権
と
の
関
係
改
善
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

長
期
的
に
日
中
関
係
は
ど
う
な
る
の
か

　
目
先
の
経
済
的
な
必
要
性
か
ら
日
中
間
の
対

立
が
多
少
落
ち
着
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
か
つ

て
の
よ
う
な
日
中
友
好
に
は
戻
れ
な
い
だ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
日
中
両
国
は
基
本
的
な
価
値

観
を
共
有
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
つ

て
の
日
中
友
好
は
、
あ
る
意
味
で
蜃
気
楼
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
当
時
の
日
本
人
、
特
に
高
齢
者
の
間
に
は
、

中
国
文
化
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
。
同
時
に
、
当

時
の
中
国
人
に
は
、
日
本
か
ら
経
済
運
営
を
学

ぼ
う
と
す
る
謙
虚
な
姿
勢
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

２
０
１
０
年
に
中
国
の
経
済
規
模
が
日
本
を
追

い
抜
き
、
世
界
第
２
位
に
な
る
と
、
中
国
で
は

日
本
か
ら
学
ぶ
も
の
は
も
う
な
い
と
い
う
意
識

が
広
が
っ
た
。
一
方
、
日
本
人
の
対
中
感
情
も

著
し
く
悪
化
し
た
。
現
在
の
日
中
関
係
は
、
こ

う
し
た
背
景
か
ら
生
じ
た
必
然
的
な
結
果
と
も

い
え
る
。

　
日
中
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
関
係
改

善
そ
の
も
の
を
急
ぐ
こ
と
で
は
な
く
、
な
ぜ
こ

れ
ま
で
両
国
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
き
た
の

か
を
、
改
め
て
冷
静
に
見
つ
め
直
す
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
存
在

す
る
の
か
を
整
理
し
、
解
決
で
き
る
問
題
に
つ

い
て
は
時
間
を
か
け
て
解
決
を
試
み
る
べ
き

だ
。
簡
単
に
は
解
決
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て

は
、
か
つ
て
鄧
小
平
が
提
起
し
た
よ
う
に
、
棚

上
げ
す
る
こ
と
も
双
方
で
確
認
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
治
関
係
が
悪
化
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
民
間
交
流
ま
で
止
め
て
し
ま

う
の
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
。
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中台菜園

旬の中国野菜を
ご自宅へお届け！

3,000 円からお得
な中国野菜

セットがご注文で
きます♪

ご購入HP

ホームページを開設しました！

中国政経塾の

柯隆のメディア出演情報、最新動画、
セミナー情報、出版書籍が一挙に
チェックできます！！　アクセス・
ブックマークよろしくお願いします！

サブチャンネルもチェック！

日本にあるガチ中華や町中華の
魅力を柯隆が食べ歩きながら紹介。
中国独自の食文化や食材について
も詳しく解説しています。
ぜひご視聴ください。

柯隆のガチマチ中華



中国で新たな出入国管理規定が施行

9 月 11 日、浙江省杭州市の裁
判所は、靖国神社への落書き事
件に関与したとされる董光明被
告に対し、恐喝などの罪で懲役
8年の一審判決を言い渡した。
董被告は「鉄頭」の名前で活動
し、2024 年 5月、靖国神社の
石柱に「Toilet」と落書きした
疑いで日本の警察に指名手配さ
れている。

靖国神社に落書きした中国人に懲役 8年の判決

9 月 17 日、愛知県警は旭化成
の元社員、古川祥一容疑者を不
正競争防止法違反の疑いで逮捕
した。半導体製造などに使われ
る接着剤の原料「潜在性硬化剤」
に関する営業秘密を、中国企業
に流出させた疑いが持たれてい
る。旭化成は流出先が中国の山
東聖泉新材料股份有限公司であ
ることを確認したと発表した。

旭化成の半導体関連技術が中国企業に流出

9 月 15 日、中国で出入国管理
に関する新たな規定が施行され
た。
新規定では、渡航先の安全状況
に応じた注意喚起のほか、法律
に基づく中国人の出国制限や外
国人の入国制限についても規定
を整備した。ただし、中国人の
海外渡航を一律に禁止するもの
ではない。

9月 28 日、日本国際貿易促進
協会の訪問団長として中国を訪
れた岩屋毅前外相が、北京で王
毅外相と会談した。日本企業の
関係者ら約 50 人が同行。
翌 29 日には何立峰副首相とも
会談し、日中関係や経済交流に
ついて意見を交わした。
訪問団には日本企業の関係者ら
約 50 人が参加した。

岩屋前外相が訪中　王毅外相らと会談

故事成語
今月のピックアップ
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暗度陈仓
暗度陳倉

あんどちんそう
àn dù chén cāng

アン ドゥー チェン ツァン
■ 意味（原義）
表向きには別の行動を見せながら、裏でひそかに目的を遂行する
こと。相手の目を欺き、気づかれないうちに計画を進めること。

日本の大手化学メーカー・旭化成の元社員が、半導体関連の機密
情報を中国企業に流出させた疑いで逮捕された。
「暗度陳倉」とは、表向きの行動で相手の目を欺き、裏でひそかに
目的を遂げる策略を意味する。
今回の事件では、企業内部で得た重要情報が水面下で国外に流出
した疑いが持たれており、まさに「暗度陳倉」を連想させる。
半導体技術をめぐる国際競争が激化するなか、企業の機密情報を
いかに守るかが改めて問われている。

EP-680：靖国神社に落書きした「反日英雄」が中国で一転、逮捕されたワケ EP-682：新たな出入国管理で何が起きているのか？

EP-685：旭化成の半導体技術が中国へ流出！ EP-697：岩屋前外相が王毅外相と会談…これで日中関係は改善するのか？
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編集後記

秋は山歩きに絶好の季節。
先日、初めて尾瀬を訪れ、標高約 1,960 メー
トルのアヤメ平を歩いてきました。
黄金色に染まる湿原と雄大な山々の景色
に感動し、日本の自然の美しさを改めて
実感しました。
印象的だったのは、中国人観光客を一人
も見かけなかったこと。
日中関係の変化を、旅先でもふと意識し
た秋の一日でした。

尾瀬へハイキングに行ってきました

niiyama@conecta-edit.com


